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KEEPPLAYING プロジェクト

マーケティング統括部

2023 KeepPlayingプロジェクト活動報告
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企画背景
女性のスポーツ競技登録者数は高校を卒業後、大きく減少してしまいます。
どんな背景やライフステージでもスポーツの魅力に惹きつけられ、仲間と出会い、プレーを楽しみ、続けて欲しい。
「好きなことを続ける＝競技を続けよう！」といったメッセージを、複数の競技横断で発信することで、
競技やメッセージに対する興味喚起を促し、将来的に競技継続を「支える」アクションに繋げていきたい。

SDGsの目標5ジェンダー平等(ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメントを図る)を掲げる
国連の日国際女性デー(3/8)にて競技横断にて伝えることでより広くメッセージを発信する。

マイナス
36%
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m o l t e n    c o r p o r a t i o n

3競技連携 ディスカッション

2022年11月10日（木）18:30-20:00 オンライン開催
WEリーグ全11クラブから選手が参加

マイナス
36%

●参加選手

松永未衣奈（仙台）

黒沢彩乃（東京）

植村祥子（浦和）

伊藤めぐみ（長野）

長嶋 洸（大宮）

山本 結菜（新潟）

鈴木千尋（埼玉）

千葉玲海菜（千葉）

井手ひなた（神戸）

立花葉（広島）

松原有沙（相模原）
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m o l t e n    c o r p o r a t i o n

3競技連携（サッカー、バスケット、ハンドボール）

KEEP PLAYING ディスカッション

マイナス
36%

●参加選手
WEリーグ サッカー

黒沢彩乃（東京）

松原有沙（相模原）

Bリーグ（バスケットボール）

水野菜穂（羽田ヴィッキーズ）

岡萌乃（山梨クイーンビーンズ）

JHL ハンドボール

グレイ・クレアフランシス（オムロン）

横嶋彩（プレステージIアランマーレ）*

＊オンライン

2023年２月8日（水）17:00-19:00 ＠JFAハウスバーチャルスタジアム
3リーグから6名の選手が参加
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アクティベーション個別座談会・競技横断での座談会

ARフォトフレームによるSNS投稿

プロジェクト ボール・エクイップメント使用

メディア露出

4/22 放送予定

競技横断でのボールリレー動画

今後露出効果
(UU数)など検証

本年度の活動
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SNS
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国際女性デーマッチ
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合計落札金額：267,848円

運営費を除いた全額（214,278円）を、恵まれない家庭のこどもたちのサッカー支援を行う団体、「love.fútbol Japan」に寄付
女子の選手のサポートに使用予定
https://www.lovefutbol-japan.org/

WEリーグとしての活動（チャリティーオークション）

https://www.lovefutbol-japan.org/
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